
2026年度 八王子市立松が谷中学校  第３学年  数学科 年間シラバス   2026.4.1 
 

教科目標 

（1）数の平方根、多項式と二次方程式、図形の相似、円周角と中心角の関係、三平方の定理、関数=ax2、標本調査 

   などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した 

   り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けようにする。 

 

（2）数の範囲に着目し、数の性質や計算について考察したり、文字を用いて数量の関係や法則などを考察したりす 

     る力、図形の構成要素の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関係に着 

     目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、標本と母集団の関係に着目し、母集団の傾 

     向を推定し判断したり、調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養う。 

 

（3）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解 

   決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとする態度 

   を養う。 
 

１学期 主な学習内容（45 時間） ２学期 主な学習内容（58 時間） ３学期 主な学習内容（32 時間） 

１章 式の展開と因数分解 

 １節 式の乗法、除法 ２節 乗法の公式 

 ３節 因数分解 ４節 式の計算の利用 

 

２章 平方根 

 １節 平方根の計算 ２節 平方根の値 

 ３節 有理数と無理数 

 ４節 真の値と近似値 

 ５節 根号をふくむ式の乗法、除法 

 ６節 根号をふくむ式の計算 

 ７節 平方根の利用 

 

３章 二次方程式 

 １節 二次方程式とその解き方 

 ２節 二次方程式の解の公式 

 ３節 二次方程式と因数分解 

 ４節 二次方程式の利用 

４章 関数 y=ax2 

 １節 関数 y=ax2 ２節 関数 y=ax2のグラフ 

 ３節 関数 y=ax2の値の増減と変域 

 ４節 関数 y=ax2の値の変化の割合 

 ５節 関数 y=ax2の利用 

 ６節 いろいろな関数 

 

５章 図形と相似 

 １節 相似な図形 ２節 三角形の相似条件 

 ３節 三角形の相似条件と証明 

 ４節 平行線と線分の比 ５節 中点連結定理 

 ６節 相似な図形の面積 

 ７節 相似な立体の表面積・体積 

 ８節 相似の利用 

 

６章 円の性質 

 １節 円周角と中心角 ２節 円周角の定理の逆 

 ３節 円の性質の利用 

７章 三平方の定理 

 １節 三平方の定理  

 ２節 三平方の定理の利用 

 

８章 標本調査 

 １節 標本調査の方法 

 ２節 母集団と標本の関係 

 ３節 データを解決して、問題を解決 

    しよう 

 

評価の観点と規準（各観点の割合は、全て達成率 100％で統一する。） 

 評価の観点（１学期より抜粋） 評価の方法・資料 評価方法の基準と「概ねＢ評価」等の設定 (行動目標) 

Ⅰ 

知
識
・
技
能 

・多項式どうしの乗法の計算や乗法の公式を用いた

計算ができる。また、因数分解ができる。乗法や因

数分解の公式を活用し、式の値を計算できる。 

・数の平方根の必要性と意味を理解している。根号

を含む式の乗法・除法の計算をすることができる。 

・解の公式・因数分解を使って、二次方程式を解く

ことができる。事象の中の数量やその関係を二次方

程式で表し、それを解くことができる。 

【全教科共通】 

・定期テスト 

 

【各教科の方法・資料】 

・全８回単元テスト 

・夏休み明けテスト 

・冬休み明けテスト 

・テストでの観点Ⅰの問題を５０％程度の正答率で解答するこ

とができる。 

 

・定期テスト・小テスト・休み明けテストで、知識・技能の観

点における点数が８０％以上でＡ、５０％以上８０％未満で

Ｂ、５０％未満でＣとしている。 

Ⅱ 

思
考
・
判
断
・
表
現 

・（a＋b）（c＋d）の展開をもとに、乗法の公式を見

いだせる。また、乗法の公式と関連付けて、因数分

解する方法を考察し表現することができる。 

・面積が２cm2である正方形の１辺の長さが、どのよ

うな数で表されるのかを考察することができる。ま

た、根号を含む式の乗法・除法の計算の方法を考察

し、表現することができる。 

・平方根の意味に基づいて、また因数分解を使って、

二次方程式を解く方法を考察し、表現できる。 

【全教科共通】 

・定期テスト 

 

【各教科の方法・資料】 

・全８回単元テスト 

・夏休み明けテスト 

・冬休み明けテスト 

・テストでの観点Ⅱの問題を５０％程度の正答率で解答するこ

とができる。 

・定期テストを解きなおしたプリントに記述した内容で評価す

る。 

〈記述例〉 

・計算問題では、間違えた途中式を赤で直し、次に間違えない

ために正しい計算方法やポイントを記入している。 

・ただ解きなおすだけでなく、「なぜそうなるのか考え方まで

記述でき ている」、「自分なりに問題について考察できる」

ものについては、思考、判断、表現の観点に加点する。 

Ⅲ 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

・多項式と単項式の乗法・除法の計算の方法を考え

たり、それらの計算をしたりしようとしている。文

字を用いた式を活用した問題解決の過程を振り返

って評価・改善しようとしている。 

・数の平方根の必要性と意味を考えようとしてい

る。√の中を簡単な数にしたり、分母を有理化した

りする方法を考えようとしている。 

・二次方程式の解の公式を導く方法を考えようとし

ている。二次方程式を活用した問題解決の過程を振

り返って評価・改善しようとしている。 

・振り返りシート 

・テスト直し 

・提出物 

・定期テスト 

 

【各教科の方法・資料】 

・全８回単元テスト 

・夏休み明けテスト 

・冬休み明けテスト 

・リピートや週末課題に取り組み、定期考査や単元のテストで

身に付けたことを５０％程度の正答率で解答することができ

ている。 

 

【各教科 独自の方法】 

・振り返りシートはＡ，Ｂ，Ｃで評価する。 

・学習内容を生かして数学的に考察、記述している。また、 

 Ａ 社会や身の回りとの関係を深く考察している 

 Ｂ 学習内容について学校生活などの身近なものについて 

考察している 

 Ｃ ただ記述しているだけ 理解していない。 

 


